
第
73
回
大
会
を
め
ざ
す
「
仲
間
づ

く
り
推
進
期
間
」
が
１
か
月
を
経
過

し
ま
し
た
。
「
第
３
回
常
任
理
事
会
」

で
は
、
全
国
各
地
の
「
仲
間
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
が
積
極
的
に
報
告
さ
れ
、

「
推
進
期
間
」
成
功
へ
の
展
望
が
切

り
開
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
「
後
退
を
乗
り
越
え
１
０

０
０
人
を
超
す
仲
間
づ
く
り
」
を
現

実
の
も
の
に
す
る
に
は
、
残
る
期
間

の
各
連
合
会
・
支
部
の
大
奮
闘
、
特

に
「
全
て
の
組
織
」
の
漏
れ
の
な
い

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
大
阪
府
連

の
目
標
は
50
名
以
上
で
す
。

４
月
27

日
か
ら
28

日
、
第
６
回

「
ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る
日
本
の
戦

争
展
」
が
、
あ
べ
の
市
民
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
堺
支
部
が
「
毒

ガ
ス
戦
と
万
人
抗
」
大
阪
府
連
は

「
日
中
戦
争
下
反
戦
を
訴
え
た
長
谷

川
テ
ル
」
の
展
示
を
行
な
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
27
日
２
時
か

ら
、
猿
田
佐
世
さ
ん
の
「
ア
メ
リ
カ
っ

て
い
っ
た
い
な
ん
や
の
？
」
を
テ
ー

マ
に
、
新
し
い
戦
争
の
時
代
前
夜
に

日
本
の
市
民
が
取
る
べ
き
選
択
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
展
は
日
本
の
侵
略
戦
争
・
植

民
地
支
配
と
現
在
進
行
中
の
戦
争
準

備
に
つ
い
て
、

多
く
の
団
体

か
ら
展
示
を

行
な
い
、
過

去
の
戦
争
と

今
起
こ
り
つ

つ
あ
る
戦
争

に
つ
い
て
、

考
え
さ
せ
る

内
容
の
展
示

が
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

春
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

４
月
20
日
（
土
）
北
浜
・
道
修
町
を

９
名
で
散
策
し
ま
し
た
。

淀
屋
橋
駅
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の

「
大
阪
市
立
愛
珠
幼
稚
園
」
を
外
か

ら
見
学
。
「
え
っ
！
こ
れ
が
幼
稚
園
？
」

と
驚
く
の
も
当
然
。
江
戸
時
代
の
銅

座
跡
に
建
て
ら
れ
た
大
阪
最
古
の
園

舎
で
す
。
そ
の
隣
に
あ
る
「
適
塾
」

を
見
学
。
緒
方
洪
庵
が
蘭
学
所
と
し

て
設
立
、
橋
本
左
内
、
大
村
益
次
郎
、

福
沢
諭
吉
、
長
與
専
斎
な
ど
幕
末
・

明
治
に
活
躍
し
た
逸
材
を
多
数
輩
出

し
ま
し
た
。

道
修
町
に
移
動
し
て
塩
野
義
製
薬
、

田
辺
三
菱
製
薬
、
住
友
フ
ァ
ー
マ
な

ど
の
本
社
が
立
ち
並
ぶ
通
り
を
歩
き
、

武
田
薬
品
の
旧
本
社
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
杏
雨
書
屋
」
に
入
り
、
江
戸

時
代
か
ら

の
貴
重
な

医
薬
学
関

連
蔵
書
の
展
示
を
拝
見
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
す
ぐ
近
く
の
「
少
彦
名

神
社
」
に
お
参
り
。
こ
の
神
社
は
、

く
す
り
の
神
様
と
言
わ
れ
る
少
彦
名

命
（
私
は
、
朝
鮮
渡
来
と
考
え
て
い

る
）
と
中
国
の
神
農
を
祭
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
11
月
22
日
、
23

日
に
は

「
神
農
さ
ん
」
の
祭
り
が
行
わ
れ
多

く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。

そ
の
隣
の
「
く
す
り
の
道
修
町
資

料
館
」
は
道
修
町
の
歴
史
が
よ
く
理

解
で
き
る
資
料
館
で
す
。
映
像
ボ
タ

ン
を
押
す
と
、
若
か
り
し
頃
の
渡
辺

武
さ
ん
（
日
中
大
阪
府
連
会
長
）
の

映
像
が
流
れ
、
資
料
館
設
立
に
至
る

い
き
さ
つ
を
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
す
。

必
見
で
す
。

旧
小
西
家
住
宅
を
外
か
ら
眺
め
堺

筋
を
北
に
移
動
し
、
大
阪
証
券
取
引

所
地
下
に
あ
る
「
上
海
食
苑
」
で
昼

食
を
と
り
散
会
し
ま
し
た
（
西
脇
義
彦
）
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６
月
の
全
国
大
会
ま
で
に
仲
間
づ
く
り
を

「
推
進
期
間
」
成
功
へ
大
奮
闘
を

女
性
部
が
多
彩
な
活
動
を
進
め
る

中
で
、
も
っ
と
多
く
の
女
性
と
集
ま
っ

て
交
流
し
た
い
と
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
で
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

４
月
24
日

府
連
事
務
所
で
「
関

西
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
交
流
会
」
に
向
け

て
の
相
談
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。
出

席
者
は
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
大
阪
・
京
都
・
兵
庫
・

和
歌
山
・
奈
良
・
滋
賀
）

の
窓
口
と
な
る
方
12
名

（
滋
賀
は
欠
席
）
で
す
。

み

な

さ

ん

か

ら

は

「
女
性
交
流
会
に
期
待

し
て
い
る
」
「
集
ま
り

つ
な
が
る
こ
と
が
大
事
」

「
い
つ
も
の
活
動
の
枠

を
超
え
多
く
の
方
に
参

加
し
て
ほ
し
い
」
「
交

流
会
の
開
催
は
女
性
が
担
い
手
と
な

り
、
日
中
友
好
活
動
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
」
な
ど
出
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
に
向
け
て
の
今
回
の
相
談
会

で
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、

文
化
の
香
り
高
く
、
楽
し
く
交
流
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

会
員
外
、
男
性
、
中

国
に
関
心
あ
る
方
も
大

歓
迎
！
詳
細
が
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
浅
田

美
奈
子
）

女
性
部
学
習
会

「
ラ
ブ
リ
ー
中
国
・

世
界
遺
産
」

５
月
19
日

１
時
半

大
阪
府
連
２
０
５
教
室

城
北
支
部

北
浜
・
道
修
町
を
散
策

台
湾
は
国
際
社
会
で
は
「
国
」
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

70
～
80
年
代
に
経
済
力
が
大
き
く
伸

び
、
経
済
力
を
持
つ
「
地
域
」
に
な

り
ま
し
た
。

中
国
で
は
１
９
７
８
年
に
鄧
小
平

が
改
革
開
放
を
進
め
、
市
場
経
済
を

導
入
し
ま
す
。
鄧
小
平
は
台
湾
に
対

し
て
「
一
国
二
制
度
」
に
よ
る
平
和

的
な
統
合
を
呼
び
か
け
ま
す
が
、
蒋

経
国
は
拒
否
し
て
い
ま
し
た
。

蒋
経
国
は
１
９
９
１
年
に
、
国
共

内
戦
以
来
続
い
て
い
た
中
国

と
の
戦
争
状
態
を
終
結
す
る

宣
言
を
出
し
、
関
係
改
善
に

着
手
し
ま
す
。
台
湾
は
国
家

統
一
綱
領
を
採
択
し
、
行
政

院
に
大
陸
委
員
会
を
置
い
て

中
国
と
の
交
渉
窓
口
と
し
ま

す
。
民
間
窓
口
と
し
て
台
湾

側
に
海
峡
交
流
基
金
（
海
基

金
）
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

中
国
側
は
海
峡
両
岸
関
係
協
会
（
海

協
会
）
を
開
設
し
ま
す
。

し
か
し
、
両
者
の
関
係
は
平
行
線

を
た
ど
り
ま
す
。
中
国
（
江
沢
民
）

は
一
国
二
制
度
で
平
和
的
な
統
一
を

言
い
な
が
ら
、
武
力
行
使
の
放
棄
に

は
応
じ
ら
れ
な
い
と
し
ま
し
た
。
台

湾
（
李
登
輝
）
は
双
方
は
従
属
関
係

で
は
な
く
、
二
つ
の
政
治
体
制
で
あ

る
こ
と
を
前
提
に
し
な
い
限
り
統
一

は
で
き
な
い
と
言
い
ま
し
た
。

１
９
９
６
年
３
月
、
台
湾
で
初
め

て
国
民
の
直
接
選

挙
に
よ
る
総
統
選

が
行
わ
れ
る
と
、

台
湾
の
独
立
を
警

戒
す
る
中
国
は
交

渉
を
中
止
し
、
台

湾
海
峡
で
軍
事
演

習
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
ア

メ
リ
カ
は
空
母
を

台
湾
周
辺
に
向
か
わ
せ
て
圧
力
を
か

け
ま
す
（
第
３
次
台
湾
危
機
）
。
総

統
選
挙
に
立
候
補
し
た
の
は
、
国
民

党
の
李
登
輝
、
民
進
党
の
彭
明
敏

(

ホ
ウ
メ
イ
ビ
ン)

、
無
所
属
の
林
洋

港(

リ
ン
ヨ
ウ
コ
ウ)

と
陳
履
安(

チ

ン
リ
ア
ン)

で
す
。
中
国
は
台
湾
の

民
主
化
を
進
め
る
李
登
輝
も
、
台
湾

独
立
派
の
彭
明
敏
も
、
と
も
に
台
湾

の
独
立
の
動
き
と
見
て
牽
制
し
た
の

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
中
華
民
国
憲
法
は
１

９
４
７
年
、
国
民
党
が
大
陸
に
あ
っ

た
時
に
制
定
さ
れ
、
中
国
全
土
に
効

力
を
有
す
る
憲
法
で
す
。
中
国
の
合

法
政
権
は
中
華
民
国
政
府
で
あ
る
と

の
前
提
の
下
で
、
中
華
民
国
憲
法
は

維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら

台
湾
だ
け
で
選
挙
を
行
な
う
に
は
、

台
湾
の
選
挙
人
と
被
選
挙
人
に
限
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
１
９
９
１

年
の
国
民
大
会
で
憲
法
の
修
正
条
項

を
追
加
し
、
国
民
党
の
統
治
が
及
ん

で
い
る
地
域
の
公
民
に
限
定
し
て
選

挙
を
行
な
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

（
高
田

佳
誉
子
）

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
台
湾

第
８
回

初
の
総
統
直
接
選
挙

蒋
経
国

中
国
と
の
戦
争
状
態
を
終
結

関
西
女
性
交
流
会
開
催
へ
大
き
な
一
歩

行

事

案

内

５
月
14
日
～
19
日

「
花
の
き
り
え
展
」

花
と
緑
と
自
然
の
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

長
居
植
物
園
入
口

６
月
８
日

９
日

第
73
回

日
中
全
国
大
会

東
京

両
国
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ル

７
月
７
日

１
時
半
か
ら

第
70
回
日
中
大
阪
府
連
大
会

国
労
大
阪
会
館

７
月
13
日

３
時
か
ら

第
15
回
中
国
百
科
検
定

漢
詩

漢
文
講
座

陶
淵
明
を
再
発
見

➂
５
月
26
日

④
６
月
23
日

い
ず
れ
も
２
時
か
ら

国
労
大
阪
会
館

ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る

日
本
の
戦
争
展



般
若
寺
は
山
吹
の
花
が
満
開
で
桔

梗
も
咲
き
記
念
の
碑
に
山
吹
の
花
を

供
え
ま
し
た
。
秋
に
は
コ
ス
モ
ス
の

花
が
咲
き
乱
れ
る
花
の
お
寺
で
す
。

鎌
倉
時
代
に
建
立
さ
れ
た
楼
門
や

石
宝
塔
、
文
殊
菩
薩
像
な
ど
国
宝
や

重
文
が
並
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
境
内
に
長
谷
川
テ
ル

記
念
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

４
月
20
日
午
後
、
奈
良

市
般
若
寺
で
第
１
回
「
長

谷
川
テ
ル
訪
問
記
念
の
碑
」

碑
前
祭
が
85
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

碑
前
祭
第
１
部
は
、
奈

良
・
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の

会
宮
城
恭
子
会
長
の
挨
拶
、

「
希
望
の
鳩
ヴ
ェ
ル
ダ
マ
ー
ヨ

長
谷

川
テ
ル
の
歌
」
の
合
唱
、
「
記
念
の

碑
」
製
作
者
の
坂
口
紀
代
美
さ
ん
、

「
碑
文
」
揮
毫
者
の
井
口
和
子
さ
ん
、

大
阪
・
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会
代
表

が
祝
辞
を
述
べ
、
訪
問
記
念
の
碑
の

前
で
般
若
寺
住
職
の
挨
拶
と
「
山
吹

の
花
」
の
献
花
を
行
な
い
ま
し
た
。

碑
前
祭
第
２
部
全
国
交
流
集
会
は
、

山
本
恒
人
さ
ん
（
長
谷
川
研
究
会
事

務
局
・
府
連
副
会
長
）
が
「
戦
火
絶

え
な
き
世
界
に
、
輝
き
こ
だ
ま
す
る

長
谷
川
テ
ル
女
子
『
反
戦
放
送
』
」

を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
奈
良
・
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会

の
報
告
と
提
案
を
田
辺
事
務
局
長
が

行
い
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し

ま
し
た
。
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４
月
14
日
の
西
支
部
台
湾
ツ
ア
ー

報
告
会
は
10
名
が
参
加
。
12
月
の
北

東
ア
ジ
ア
平
和
と
友
好
の
旅
は
、
近

代
日
本
の
始
ま
り
を
考
え
る
旅
と
し

て
「
植
民
地
化
に
置
か
れ
た
台
湾
」

を
５
日
間
に
わ
た
り
、
各

地
の
記
念
館
や
各
事
件
の

記
念
碑
を
巡
り
ま
し
た
。

西
支
部
の
平
松
悦
雄
さ

ん
が
、
写
真
・
図
表
を
映

写
し
、
い
つ
も
の
名
調
子

で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
旅
行

は
２
・
28
事
件
、
金
瓜
石

事
件
、
霧
社
事
件
、
牡
丹

社
事
件
…
、
台
湾
の
近
現

代
に
起
こ
っ
た
重
大
な
事
件
の
遺
跡

地
を
巡
る
中
身
の
濃
い
内
容
で
し
た

が
、
報
告
会
も
平
松
さ
ん
が
各
事
件

の
背
景
や
経
緯
を
深
掘
り
し
て
話
し

て
下
さ
っ
た
の
で
、
さ
な
が
ら
歴
史

の
講
義
を
聞
い
て
い
る
よ
う
で
、
学

び
の
多
い
、
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
２

時
間
半
で
し
た
。

「
北
東
ア
ジ
ア
平
和
と
友
好
の
旅
」

の
次
回
は
、
韓
国
・
済
州
島
、
４
・

３
事
件
を
訪
ね
る
旅
に
な
る
そ
う
で

す
。
台
湾
の
２
・
28
事
件

と
済
州
島
の
４
・
３
事
件

は
背
景
が
似
て
い
る
、
と

平
松
さ
ん
は
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
ほ
ぼ

同
時
期
に
起
こ
っ
た
こ
の

両
事
件
が
、
そ
の
後
、
タ

ブ
ー
視
さ
れ
歴
史
か
ら
消

え
た
か
に
み
え
た
長
い
時

間
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
民
主
化
を
契
機
に
、

真
相
解
明
、
被
害
者
へ
の
賠
償
、
名

誉
回
復
、
歴
史
の
伝
承
へ
と
、
歩
調

を
合
わ
せ
る
よ
う
に
展
開
し
て
い
る

こ
と
に
と
て
も
興
味
を
感
じ
て
い
ま

す
。
次
回
の
済
州
島
の
旅
に
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

（
尾
川

理
江
）

第
15
回
中
国
百
科
検
定
試
験
（
７

月
13
日
）
の
初
級
・
３
級
・
２
級
の

受
験
申
込
受
付
が
４
月
１
日
か
ら
始

ま
り
、
締
切
り
は
６
月
12
日
。
各
支

部
で
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
国
百
科
検
定
委
員

会
で
は
、
昨
年
の
第
13

回
と
第
14
回
試
験
の
成

績
優
秀
者
の
中
か
ら

「
副
賞
」
受
賞
者
を
決
め
ま
し
た
。

次
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け

て
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

①
２
０
１
９
年
12
月
の
第
７
回
試

験
以
降
の
３
級
以
上
の
学
生
合
格
者

の
内
、
す
で
に
卒
業
し
学
生
で
は
な

く
な
っ
て
い
る
青
年
を
中
日
友
好
協

会
の
枠
で
今
秋
に
中
国
に
招
待
す
る
。

ま
だ
学
生
の
方
は
「
在
日
中
国
大
使

館
枠
」
で
夏
休
み
に
訪
中
し
て
い
た

だ
く
。

②
特
級
に
つ
い
て
は
全
分
野
合
格

者
全
26
名
に
副
賞
を
贈
呈
す
る
。

③
１
級
以
下
に
つ
い
て
は
、

第
13
回
・
第
14
回
の
１
級
７

名
、
２
級
４
名
、
３
級
２
名
、

初
級
３
名
の
方
に
副
賞
を
贈

呈
す
る
。

26
名
の
「
全
級
合
格
者
」
に
は

「
百
科
博
士
」
の
称
号
を
贈
り
、
表

彰
状
と
副
賞
の
贈
呈
式
を
全
国
大
会

の
場
で
行
い
ま
す
。

初
級
対
策
講
座

５
月
22
日(

水)

２
時
か
ら

府
連
２
０
５
教
室

台
湾
を
観
て
・
知
っ
た
こ
と
・
感
じ
た
こ
と

４
月
14
日
、
20
名
が
参
加
し
て
北

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
陳
式

太
極
拳
講
習
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
陳
式
簡
化
太
極
拳

テ
キ
ス
ト
の
新
版
発
行
記
念
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
あ
わ
て
ず
、
あ
せ
ら

ず
、
あ
き
ら
め
な
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

恒
岡
正
勝
協
会
本
部
指
導
員
が
担
当

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

陳
式
簡
化
太
極
拳
は
４

段
36
式
あ
り
今
回
で
第
22

式
の
『
背
折
靠
』
ま
で
練

習
し
ま
し
た
。

柳
川

晋
さ
ん
か
ら
の

感
想
で
す
。

「
今
回
は
10
回
コ
ー
ス

の
第
４
期
10
回
目
、
合
計

し
て
40
回
（
ほ
ぼ
40
ヶ
月
）

学
ん
で
き
た
こ
と
に
な
り

ま
す
、
３
年
半
！
コ
ロ
ナ

も
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。

（
恒
岡
先
生
）
『
今
ま
で
肩
甲
骨

を
攻
め
た
か
ら
、
次
は
股
関
節
を
攻

め
よ
う
。
』

21
式
の
披
身
捶
か
ら
22
式
の
背
折

靠
ま
で
、
弓
歩
の
左
右
切
り
替
え
が

と
て
も
難
し
い
、
特
に
『
開
胯
』
を

保
っ
た
ま
ま
切
り
返
す
の
は
至
難
の

業
。

再
び
（
恒
岡
先
生
）
『
今

練
習
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
一

番
の
【
難
所
】
で
す
。
』
そ

う
か
、
ま
さ
に
『
胸
突
き
八

丁
』
、
頑
張
り
ま
す
よ
、
六

根
清
浄
。
い
や
い
や
一
動
全

動
、
松
腰
垂
臀
、
ふ
わ
ぁ
～
っ

と
！
『
と
き
め
き
』
に
心
を

（
ふ
わ
ぁ
～
っ
と
）
揺
ら
し

な
が
ら
、
５
月
か
ら
第
５
期

へ
と
突
入
し
ま
す
。
次
は
第

23
式
の
『
青
龍
出
水
』
が
学

べ
ま
す
よ
う
に
！

」

陳
式
簡
化
太
極
拳
を
学
ん
で

第
22
式
の
背
折
靠
ま
で

40
回
が
終
了

中
国
百
科
検
定

成
績
優
秀
者
へ
の
副
賞
決
ま
る

般
若
寺
で
長
谷
川
テ
ル
第
１
回
碑
前
祭

記
念
の
碑
に
「
山
吹
の
花
」
を
献
花

３
月
15
日
中
国
帰
国
者
問
題
に
つ

い
て
厚
生
労
働
省
と
交
渉
が
も
た
れ

ま
し
た
。
昨
年
７
月
厚
労
省
は
地
域

支
援
事
業
の
補
助
金
を
年
度
途
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
幅
に
削
減
し
て

き
ま
し
た
。
日
中
友
好
協
会
は
全
国

に
７
か
所
あ
る
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー

に
実
態
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

交
渉
で
は
中
国
残
留
孤
児
弁
護
団

の
岩
橋
弁
護
士
（
詳
報
は
日
中
友
好

新
聞
に
掲
載
）
大
阪
府
連
の
石
井
、

長
崎
県
連
の
植
田
各
支
援
委
員
が
質

問
を
し
、
帰
国
者
二
世
の
発
言
も
あ

り
ま
し
た
。
参
議
院
会
館
の
交
渉
会

場
に
は
35
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
31
名

（
12
か
所
）
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
大
阪
府
連
は
２
か
所
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。

「
中
国
帰
国
者
二
世
の
生
活
支
援

を
求
め
る
請
願
署
名
」
は
、
全
国
で

10
万
筆
目
標
に
対
し
６
万
５
千
筆
、

大
阪
府
連
は
１
万
筆
目
標
に
対
し
１

万
２
９
１
筆
、
追
加
目
標
２
０
０
０

筆
に
対
し
、
み
な
さ
ん
の
奮
闘
の
結

果
６
３
２
筆
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

６
月
10
日
の
国
会
請
願
に
向
け
て

も
う
一
息
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

６
月
の
全
国
大
会
を
め
ど
に
「
中

国
帰
国
者
２
世
体
験
」
を
ま
と
め
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
府
連
に
は
４
通
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
国
語
で
書

か
れ
た
手
記
や
メ
ー
ル
で
は
な
く
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
応
募
が
あ
り
、
翻
訳
や

デ
ジ
タ
ル
化
の
入
力
な
ど
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
石
井

勉
）

中
国
帰
国
者
二
世
の
生
活
支
援
で
厚
労
省
交
渉

陳
式
太
極
拳
講
習
会

第
５
期
生
募
集
中

月
１
回
日
曜
日

10
回
１
万
円

大
阪
北
ス
ポ
ー
ツ
体
育
館

９
時

第
５
期
第
１
回

５
月
26
日

（
簡
化
24
式
を
終
了
し
た
人
）

西
支
部
太
極
拳
講
習
会

第
１
１
８
期
講
習
会
は

４
月
か
ら
北
ス
ポ
ー
ツ
体
育
館

６
時
半
か
ら
開
講
中
で
す
。

漢
詩

漢
文
講
座

陶
淵
明
を
再
発
見

４
月
28
日
、
国
労
会
館
で
漢
詩

漢
文
を
楽
し
む
講
座
「
陶
淵
明

魅

力
再
発
見
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
２
回

が
22
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
講
座
で
の
疑
問
や
質
問

に
答
え
な
が
ら
、
蘭
亭
序
の
解
説

や
現
代
の
里

山
資
本
主
義

と
の
関
連
、

琴
を
楽
し
む

陶
淵
明
な
ど

多
岐
に
わ
た

る
質
問
に
答

え
ま
し
た
。

講
義
は
予

定
通
り
に
進

み
ま
せ
ん
、

第
１
回
か
ら

の
配
布
資
料

を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。


